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10．フルベストラントを使用した進行再発乳癌の３例




て報告する.【症例１】 乳癌診断時年齢 78歳. 2009年
6月, 病的大腿骨骨折手術後, 進行乳癌が発見される.
T4bN1M1 (OSS), 粘液癌, Bt＋Ax施行. ER(＋),







22サイクル, SD. 化学療法開始後 1年 4ヶ月後, 両側






変更. 外来通院中.【症例３】 乳癌診断時年齢 51歳.
T4bN2M0, 硬癌. 統合失調症合併. Bt＋Mn＋Ax施行.











久保 和之，?林 祐二，?坪井 美樹?
黒住 献，?松本 広志，?武井 寛幸?
大庭 華子，?黒住 昌史，?永井 成勲?



























は color match,texture matchを考慮して,腹直筋皮弁や
DIEP flapを選択することが多い.一方,比較的小さい乳












岡田 智子，?北山 早苗，?三品 優美?
尾形 智幸，?鵜飼 晴美，?王 宏生?
有澤 文夫，?齊藤 毅 ?
（１ さいたま赤十字病院 放射線科）
（２ 同 乳腺外科）
（３ 同 健診センター）
マンモグラフィ検診が普及され,非触知乳がんの発見
が増加した.特に,石灰化病変はマンモグラフィでの検
出が優位であることは知られている.そこで当院に 2009
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